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 ５・６年生による迫力の綱引き！！ 
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平
成
28
年
度春季

消
防
演
習

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

（
１
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

　

○
25
年
以
上

長
南
一
彦
、
古
瀬
照
良

　
　
　
　

矢
口
浩
一
、
佐
藤　

剛

　

○
15
年
以
上

国
分
雄
一
、 

五
十
嵐
寿

林　

友
也
、
須
藤
修
一

後
藤　

清
、
国
分
正
美

長
南
英
一

第
４
分
団
第
１
部　

小
田
島
宏

第
５
分
団
第
１
部　

矢
口
貴
弘

　

第
７
分
団
第
１
部　

羽
賀
浩
人

（
２
）
永
年
勤
続
者
表
彰

○
30
年

第
７
分
団
第
１
部　

結
城
広
行

第
４
分
団
第
１
部　

国
分
朝
美

第
５
分
団
第
１
部　

八
鍬
敏
彦

○
25
年

本
部
付
分
団
長　
　

芦
原
孝
幸

第
７
分
団
第
１
部　

八
鍬
博
幸

第
７
分
団
第
１
部　

越
後　

享

○
20
年

第
６
分
団
第
１
部　

中
島
康
二

第
５
分
団
第
１
部　

小
野
繁
喜

第
６
分
団
第
１
部　

中
島
照
光

第
６
分
団
第
２
部　

長
南
慎
一

第
２
分
団
第
２
部　

柿
崎　

保

第
３
分
団
第
１
部　

芦
原
貴
裕

第
５
分
団
第
１
部　

矢
口
広
幸

第
５
分
団
第
１
部　

矢
口
貴
弘

第
５
分
団
第
１
部　

矢
口
和
晴

○
15
年

第
４
分
団
分
団
長　

大
竹
清
彦

第
６
分
団
第
２
部　

中
島
邦
昭

第
６
分
団
第
２
部　

門
脇　

毅

第
４
分
団
第
１
部　

柿
﨑　

博

第
１
分
団
第
１
部　

八
鍬
紀
男

第
４
分
団
第
１
部　

八
鍬　

弘

第
４
分
団
第
１
部　

國
分
吉
春

第
６
分
団
第
１
部　

中
島
真
也

▼
山
形
県
知
事
表
彰

（
１
）
金
条
章

　
　
　

第
７
分
団

（
２
）
特
別
功
労
章

　

第
４
分
団
分
団
長　

大
竹
清
彦

　

第
６
分
団
分
団
長　

門
脇
和
宏

　

第
２
分
団
分
団
長　

早
坂　

学

（
３
）
功
労
章

　

第
４
分
団
第
２
部　

片
見
真
司

　

第
７
分
団
第
１
部　

横
山
勇
悦

（
２
）
家
族
功
労
者
表
彰

沼
の
台　

中
島
三
喜
子（
康
二
）

熊　

高　

小
野　

節
子（
繁
喜
）

沼
の
台　

中
島　

り
え（
照
光
）

豊　

牧　

長
南　

順
子（
慎
一
）

比
良
稲
沢　

柿
崎　

京
子（
保
）

　

桂　
　

芦
原
久
美
子（
貴
裕
）

合　

海　

矢
口
美
千
子（
広
幸
）

熊　

高　

矢
口　

奈
（々
貴
弘
）

（
３
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

白
須
賀　

林　

真
由
美

白
須
賀　

早
坂　

鈴
代　

上
竹
野　

国
分
留
美
子　

上
竹
野　

林　

福
美
子　

作
之
巻　

国
分
江
利
子

作
之
巻　

安
彦
紀
美
子

作
之
巻　

八
鍬
富
美
子

作
之
巻　

安
彦　

雄
子

作
之
巻　

国
分
久
美
子

作
之
巻　

安
彦　

孝
枝

作
之
巻　

安
彦　

春
美

作
之
巻　

安
彦
ス
ミ
エ

作
之
巻　

安
彦　

智
子

通　

り　

国
分
真
理
子

通　

り　

後
藤　

敦
子

（
４
）
優
良
ポ
ン
プ
管
理
表
彰

第
６
分
団
第
１
部
第
２
班（
平
林
）

第
５
分
団
第
１
部
第
１
班（
熊
高
）

※
敬
称
略
。
な
お
、
階
級
は
平
成

27
年
度
現
在
の
も
の
で
す
。

▼
最
上
支
部
長
表
彰

（
１
）
銀
条
章

　
　
　

第
１
分
団
第
１
部

（
２
）
優
功
章

第
２
分
団
分
団
長　

早
坂　

学

第
３
分
団
分
団
長　

柿
﨑
勝
吉

第
７
分
団
第
１
部　

田
中　

保

（
３
）
精
励
章

第
２
分
団
第
１
部　

早
坂
昇
一

第
２
分
団
第
１
部　

早
坂
吉
富

第
７
分
団
第
１
部　

佐
藤
美
輝

第
５
分
団
第
１
部　

八
鍬　

修

（
４
）
家
族
功
労
者
章

　

桂　
　
　

芦
原　

直
美（
孝
幸
）

　
　▼
村
長
表
彰

（
１
）
表
彰
状

第
３
分
団
分
団
長　

柿
﨑
勝
吉

（
２
）
感
謝
状

第
４
分
団
第
１
部　

國
分
勝
徳

第
７
分
団
第
１
部　
佐
々
木
敏
美

第
４
分
団
第
２
部　

八
鍬　

仁

第
５
分
団
第
１
部　

八
鍬
和
也

第
７
分
団
第
１
部　

長
南
謙
二

第
４
分
団
第
１
部　

後
藤
裕
樹

第
６
分
団
第
１
部　

中
島
啓
介

第
６
分
団
第
１
部　

佐
藤
一
隆

第
６
分
団
第
２
部　

佐
藤
将
美

（
４
）
功
績
章

　

第
３
分
団
分
団
長　

柿
﨑
勝
吉

　

第
１
分
団
第
３
部　

早
坂　

誠

　

第
１
分
団
第
１
部　

中
島
俊
信

（
５
）
精
錬
章

　

第
１
分
団
第
２
部　

半
田
浩
美

　

第
２
分
団
第
１
部　

早
坂
健
司

　

第
６
分
団
第
１
部　

中
島
康
二

（
６
）
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰

長
南
一
彦
、
古
瀬
照
良

国
分
雄
一
、
五
十
嵐
寿

林　

友
也
、
須
藤
修
一

矢
口
浩
一
、
佐
藤　

剛

後
藤　

清
、
国
分
正
美

（
７
）
家
族
功
労
者
表
彰

　

金　

山　

結
城
多
美
子（
広
行
）

　

通　

り　

国
分　

香
里（
朝
美
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
１
）
精
績
章

　

本
部
付
分
団
長　
　

芦
原
孝
幸

（
２
）
勤
続
章

　

第
７
分
団
第
１
部　

結
城
広
行

第
４
分
団
第
１
部　

国
分
朝
美

第
５
分
団
第
１
部　

八
鍬
敏
彦

▼
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
１
）
優
良
消
防
団
員
表
彰

第
１
分
団
第
２
部　

佐
藤
秀
樹

第
２
分
団
第
１
部　

大
竹
弘
也

第
３
分
団
第
１
部　

芦
原
貴
裕

▼
消
防
団
長
表
彰

（
１
）
優
良
消
防
団
員
表
彰

第
１
分
団
第
１
部　

荒
木　

純

第
１
分
団
第
２
部　

佐
藤
勝
史

第
１
分
団
第
３
部　

加
藤
貴
久

第
２
分
団
第
１
部　

加
藤　

玲

第
３
分
団
第
１
部　

柿
崎　

竜

第
４
分
団
第
１
部　

八
鍬
文
雄

第
４
分
団
第
２
部　

八
鍬
裕
児

第
５
分
団
第
１
部　

柿
崎
義
昭

第
６
分
団
第
１
部　

中
島
豪
志

第
６
分
団
第
２
部　

門
脇
昌
志

第
７
分
団
第
１
部　

柿
崎
道
彦

│
平
成
27
年
度
消
防
関
係
表
彰
受
賞
者
一
覧
│

　

５
月
３
日（
火
）、
大
蔵
村
春
季
消
防
演
習
が
大
蔵
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早
坂
恭
一
団
長
以
下
２
６
４
名
の

大
蔵
村
消
防
団
員
、
婦
人
消
防
協
力
班
が
集
結
し
、
火
災
や
災
害
か
ら

村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
団
員
と
し
て
の
使
命
感
あ
ふ

れ
る
士
気
高
ら
か
な
演
習
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
隊
訓
練
、
各
個
訓
練
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
後
に
、
分
列
行
進
、

全
分
団
に
よ
る
一
斉
放
水
で
演
習
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
日
頃
の
訓

練
の
様
子
を
披
露
す
る
団
員
の
姿
は
、
地
域
を
守
る
た
の
も
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

演
習
途
中
に
は
、
法
被
を
ま
と
っ
た
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
が
、
か
わ
い
ら
し
い「
演
技
」と
力
強
い「
防
火
の
ち
か
い
」を
発
表
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
永
年
地
域
防
災
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
受
賞
者
の
皆
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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人 権 の 花 運 動

美しい村へようこそ
肘折温泉女将会がごみ拾い

肘折温泉郷
暴力団排除同盟が結成

熊本被災地に
支援物資を届ける

　 4月20日（水）、熊本地震で被災された「日本で最も
美しい村」連合に加盟する熊本県南小国町へ大蔵村
からの支援物資の送付が行われました。村職員約20
人が、被災地で不足している飲料水120箱（ペットボ
トル水 1箱535ml×24本入り）と野菜ジュース40箱
（190ｇ×30本入り）をチャーター便に積み込みまし
た。支援物資は、21日（木）に被災地に届けられまし
た。一日も早い復興をお祈りいたします。

　 5月10日（火）、大蔵小学校と大蔵中学校の児童生
徒と人権擁護委員による人権の花運動が行われまし
た。この運動は、花を育てることを通して命の大切
さを学ぶとともに、思いやりの心を育み、美しい学
校づくりを目指すことを目的としています。児童生
徒は地区ごとに分かれて、みんなで協力してプラン
ターに花を植栽し、学校の玄関などをきれいに飾り
ました。

　 4月27日（水）、肘折いでゆ館で、肘折温泉郷暴力
団排除同盟の結成式が行われました。肘折温泉郷で
は、今後暴力団関係者との契約や不当要求を拒否す
るため警察と連携強化しながら、暴力団三ない運動
を実施し、暴力団排除活動を推進していくことにな
ります。地域の皆さんの協力した活動により、今後
もお客様が安心して訪れることができる肘折温泉郷
となることでしょう。

　 4月27日（水）、肘折温泉女将会によるボランティ
アごみ拾いが行われました。5月の大型連休を前に美
しい村で来村する方を迎えようと、15年ほど前から
毎年行っているものです。この日は10人の女将さん
が、肘折トンネル付近から湯の台付近までの国道458
号沿いのごみを拾いました。ごみは雪解けにより特
に目立っていましたが、作業後はとてもきれいにな
りました。大変お疲れさまでした。

★
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
、
外
国
人
が
日
本
に

訪
れ
て
く
る
旅
行
の
こ
と
。

　

４
月
23
日（
土
）～
29
日（
金
）ま
で
の
７

日
間
の
東
北
の
桜
を
目
的
に
し
た
み
ち
の

く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
な
か
で
、
来

日
３
日
目
の
26
日（
火
）に
大
蔵
村
に
タ
イ

人
ツ
ア
ー
客
29
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

大
蔵
村
と
し
て
は
３
月
の
月
山
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
（
台
湾
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ

ム
）
に
次
い
で
４
か
国
目
の
ツ
ア
ー
受
け

入
れ
と
な
り
ま
す
。

　

村
長
、
肘
折
旅
館
組
合
、
肘
折
地
区
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
お
お
く
ら
く
ん
ら
が

手
旗
で
出
迎
え
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
参
加
者

た
ち
は
、
出
迎
え
に
感
激
し
、
お
お
く
ら

く
ん
と
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
肘
折
温
泉
の
桜
も
ち
ょ

う
ど
満
開
で
ツ
ア
ー
参
加
者
は
美
し
い
桜

を
バ
ッ
ク
に
熱
心
に
記
念
写
真
を
撮
っ
て

い
ま
し
た
。

　

夕
食
時
に
は
、
歓
迎
の
意
味
を
込
め
て
、

湯
守
三
十
六
人
衆
に
よ
る
数
珠
回
し
、
柿

崎
旅
館
組
合
長
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド
に
よ

る
、
オ
カ
リ
ナ
・
ピ
ア
ノ
・
サ
ッ
ク
ス
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
女
将
会
に
よ
る
六
県
音
頭

と
花
笠
踊
り
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
暖
か
く
お

迎
え
を
し
て
い
た
だ
き
う
れ
し
い
。
こ
の

地
域
の
伝
統
の
数
珠
回
し
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
し
、
花
笠
踊
り
も
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。
演
奏
は
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
に
と
て

も
感
激
し
た
。
小
さ
な
村
で
こ
ん
な
に
レ

ベ
ル
の
高
い
演
奏
が
聴
け
た
の
が
と
て
も

良
か
っ
た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
最
高
の
お
も
て
な
し
で
、
皆
さ
ん
に
と

て
も
満
足
を
し
て
い
た
だ
い
た
」
と
タ
イ

の
旅
行
会
社
の
社
長
か
ら
も
高
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

タ
イ
で
は
温
泉
に
入
る
と
い
う
習
慣
が

な
く
、
大
浴
場
に
入
る
人
は
少
な
い
と
想

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が
温
泉

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
翌
朝
に
は
、
朝

市
を
見
学
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
お
土

産
を
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
タ
イ
の
メ
デ
ィ
ア
と
現
地
旅
行

会
社
の
視
察
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

蔵
村
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
も

増
え
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
、
村
の
魅

力
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
蔵
村
へ
よ
う
こ
そ
！
　
～
村
の
魅
力
を
世
界
に
～

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
で

タ
イ
か
ら
の
お
客
様
」
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日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
盟
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た

　

４
月
14
日
、
月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
か
ら
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
の
申
請
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
書
類
審
査
、

５
月
21
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
８
月
に
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
委
員
の
方
々
か
ら
現
地
審
査
を

受
け
、
９
月
頃
に
審
査
結
果
が
公
表

に
な
る
予
定
で
す
。

　

今
回
は
月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
い
た
だ
い
て
い

る
お
２
人
か
ら
認
定
に
向
け
て
の
心

構
え
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
何
だ
ろ
う
？

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
言
う
言
葉
を
耳
に

さ
れ
た
と
き
、
何
か
難
し
い
、
自
分

と
は
関
係
な
い
こ
と
の
よ
う
に
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
実
際
、
そ
の
ま
ま
訳
し

て
し
ま
う
と
、
ジ
オ（G

eo

）は
地
質

の
こ
と
を
言
う
と
き
に
使
い
ま
す
し
、

パ
ー
ク（P

ark

）は
公
園
な
の
で
続

け
る
と
地
質
公
園
と
な
っ
て
し
ま
い
、

皆
さ
ん
が
益
々
引
か
れ
て
し
ま
う
の

で
は
と
心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
私
た
ち
が
使
う

ジ
オ
パ
ー
ク
は
す
こ
し
違
っ
て
い
ま

す
。
ジ
オ
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
て
、

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
に
つ

い
て
外
側
か
ら
見
直
し
て
み
る
こ
と

で
そ
の
価
値
を
再
認
識
し
て
い
こ
う

と
い
う
活
動
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
地
域
に
長
く
暮
ら
す

人
に
と
っ
て
周
り
の
景
色
･
景
観
そ

し
て
文
化
・
風
土
は
余
り
に
も
あ
り

ふ
れ
す
ぎ
て
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
も

の
と
し
て
見
過
ご
し
が
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
案
外
そ

こ
に
し
か
な
い
貴
重
な
景
色
で
あ
っ

た
り
す
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
専
門
家
と
一
緒
に
地
域

の
景
色
・
景
観
・
風
土
を
成
り
立
た

せ
て
い
る
意
味
を
読
み
解
く
切
り
口

を
学
ん
で
い
こ
う
と
い
う
の
が
ジ
オ

パ
ー
ク
運
動
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
皆
さ
ん
が

身
の
周
り
の
景
色
・
景
観
・
風
土
の

す
ば
ら
し
さ
に
感
動
を
持
っ
て
気
づ

い
て
も
ら
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
感
動
を
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
人
だ
け
で
な
く
外
か

ら
の
来
訪
者
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、

ま
た
来
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
に
し

て
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
れ
ば
と
い

う
の
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
願
い
で
も
あ

り
ま
す
。

全
国
の
仲
間
と
の
「
共
創
」
で

豊
か
な
地
域
作
り
を

　

月
山
と
い
う
山
の
周
辺
に
暮
ら
す

皆
さ
ん
の
歴
史
や
文
化
の
意
味
を
、

科
学
の
力
を
借
り
て
よ
り
深
く
価
値

づ
け
、
次
世
代
に
受
け
つ
い
で
行
く

と
同
時
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
共
感

し
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

よ
り
豊
か
で
持
続
可
能
な
地
域
に
す

る
こ
と
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
よ

っ
て
、
皆
さ
ん
が
実
現
し
た
い
こ
の

こ
と
は
、
他
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
「
競

争
」
し
て
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
全
国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
仲
間
と
、

新
た
な
価
値
を
共
に
創
り
出
す
「
共

創
」
の
活
動
で
行
う
の
で
す
。

　

月
山
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
既
に
経

験
を
積
み
重
ね
て
き
た
全
国
の
仲
間

と
と
も
に
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
正
式
な
メ
ン
バ
ー
と
な

っ
て
、
日
本
や
世
界
の
仲
間
、
も
ち

ろ
ん
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
「
共
創
」

に
よ
っ
て
本
格
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
を
始
め
た
い
と
、
認
定
に
名
乗
り

を
上
げ
ま
し
た
。
８
月
に
は
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会（
Ｊ
Ｇ
Ｃ
）の
委

員
が
現
地
審
査
に
う
か
が
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
審
査
は
、
あ

ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
数
字
目
標

を
現
地
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
勢
の
地
元
の
皆
さ

ん
に
お
会
い
し
、
共
創
の
仲
間
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
に
行
く
の
が
審
査

で
す
。

　

も
う
一
つ
、
月
山
の
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
を
よ
り
よ
く
す
る
お
手
伝
い
も

審
査
の
役
割
で
す
。
特
別
な
名
勝
や

観
光
地
で
な
く
て
も
、
地
元
の
価
値

を
再
発
見
し
て
活
き
活
き
と
内
外
に

伝
え
て
い
る
方
が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
地
域
に
は
大
勢
い
ま
す
。
審
査

員
が
学
ん
で
き
た
経
験
を
、
皆
さ
ん

と
共
有
し
た
り
、
悩
み
を
共
有
し
た

り
す
る
こ
と
も
審
査
の
大
事
な
役
割

で
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

く
チ
ャ
ン
ス
と
も
な
る
で
し
ょ
う
。

　

現
地
審
査
員
は
、
地
元
の
方
々
と

交
流
し
、
新
た
な
学
び
を
得
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

アドバイザー
八木 浩司氏

アドバイザー
中川 和之氏

― 

月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想 

コ
ラ
ム 

― 

②

雪・風・大
地
の
お
そ
れ
と
め
ぐ
み

月山ジオパーク構想月山ジオパーク構想
GASSAN GEOPARKGASSAN GEOPARK

�問合せ �　大蔵村選挙管理委員会　☎75−2111（内線211・212）

夏の選挙へ、Let’s投票！！

選挙の投票区・投票所を見直しました
～村内の投票所を６ヶ所から５ヶ所へ～

　大蔵村選挙管理委員会では、投票所施設のバリアフ
リー化や駐車場の確保、経費の削減や有権者にとって
公平で投票しやすい環境を整えることを目的に、投票
区・投票所の見直しを行いました。
　この見直しにより次に行われる選挙から下記のとお
り投票区・投票所が変更になりますので、ご確認の上、
ご理解とご協力をお願いします。

変更前（現行） 変更後
投票区名（投票所） 区　　　域 投票区名（投票所）

第１投票区
（大蔵村中央公民館）

藤田沢、桂、清水一、清水二、清水三、
清水台、合海、作之巻、大坪、季の里 第１投票区

（大蔵村中央公民館）第２投票区
（白須賀生活改善センター） 白須賀、上竹野、比良稲沢

第３投票区
（赤松生涯学習センター） 通り、赤松、烏川

第２投票区
（赤松生涯学習センター）

第４投票区
（南山交流センター） 熊高、塩、柳渕、升玉

第３投票区
（南山交流センター）

第５投票区
（ふるさと味来館） 豊牧、滝の沢、沼の台、平林

第４投票区
（ふるさと味来館）

第６投票区
（肘折いでゆ館） 肘折、金山、鍵金野

第５投票区
（肘折いでゆ館）

選挙権年齢が18歳以上になります！！
　日本の将来を担う若い世代の声をこれまで以上に政治に取り入れるため、選挙権年齢が18歳
以上に引き下げられます。

➟統 合

若者の力を社会・政治が必要としています！
　いま日本は、少子高齢化のために高齢者の人口が
増える一方で、若年者の人口が減っています。この
ため若年者の有権者数が少ないことになり、若年者
の意見が国や地方の政治に反映されにくいことにな
ります。そこで、若い世代の意見がもっと政治に反
映されるように選挙権年齢を引き下げ、より多くの
若い人たちが選挙で投票できるようにしたのです。
なお、現在世界の９割近くの国々が選挙権年齢を18
歳以上と定めています。

引っ越したら住民票を移しましょう！
　選挙で投票するためには、選挙権を有しているだ
けではなく、選挙人名簿に登録されることが必要で
す。選挙人名簿への登録は、住民票がある市区町村
で行われますので、進学や就職のために引っ越しを
したら、引っ越し先の市区町村へ住民票の届出をし
ましょう。なお、今回法律が改正されたことによっ
て、新しく有権者となる18歳、19歳の方が今年の春
に引っ越しても、旧住所地に３ヶ月以上住んでいた
場合、夏の選挙には旧住所地で投票できます。
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平
成
28
年
春
の
叙
勲
に
て
、
前
村
議

会
議
長
の
柿
﨑
幹
雄
さ
ん
（
赤
松
）
が
、

自
治
功
労
と
し
て
旭
日
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

柿
㟢
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
５
月
に
村

議
会
議
員
と
し
て
当
選
さ
れ
、
以
来
平

成
27
年
4
月
ま
で
８
期
32
年
の
長
き
に

渡
り
議
員
活
動
に
挺
身
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
13
年
10
月
か
ら
平
成
27

年
4
月
ま
で
の
13
年
6
ヶ
月
間
は
村
議

会
議
長
に
在
職
し
、
議
会
の
更
な
る
発

展
に
大
い
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
、

北
海
道
・
東
北
町
村
議
会
議
長
会
会
長

を
務
め
る
な
ど
大
蔵
村
に
と
ど
ま
ら
ず

全
国
の
町
村
議
会
の
発
展
と
国
民
の
福

祉
向
上
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
、
大
き
な

功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
平
成
28
年
春
の
叙
勲

柿
㟢
幹
雄
さ
ん
　

旭き
ょ
く

日じ

つ

双そ

う

光こ

う

章し
ょ
う

を
受
章

�

問
合
せ�　

役
場
住
民
税
務
課
税
務
係

☎
75

−

２
１
０
３
（
内
線
２
５
１
）

　

乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
、
田
植
機
な
ど
や
、
小
型
特
殊
自
動
車

に
該
当
す
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
に
は
、

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

車
両
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
軽
自
動
車
税

の
申
告
を
し
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
課
税

標
識
）
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）
軽
自
動
車
税
は
、
所
有
し
て
い
る
こ

と
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

●
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ　

田
ん
ぼ
や
畑
で
し
か
使
用
し
な
い
（
公

道
を
走
ら
な
い
）
の
に
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

Ａ　

軽
自
動
車
税
は
所
有
し
て
い
る
こ
と
に

基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
公
道
走
行
の
有

無
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
所
有
し
て
い
る
場
合

は
、
申
告
し
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
な
く
し
て
し
ま

っ
た
が
、
廃
車
の
手
続
き
は
で
き
る
の
？

Ａ　

廃
車
手
続
き

は
で
き
ま
す
。
し

か
し
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
弁
償

金
3
0
0
円
を
納

付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
し

て
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す

る
法
律
第
17
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
農
用
地
等
の
借
受
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。

１　

応
募
方
法

　

申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
大
蔵
村
農
業
委
員
会
に
提
出
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
大
蔵
村
農
業
委
員
会
に

あ
る
他
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

２　

募
集
期
間

　
　
　

平
成
28
年
５
月
16
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

３　

取
り
ま
と
め
日

◦
①
平
成
28
年
８
月
31
日
（
水
）　　

◦
②
平
成
28
年
10
月
31
日
（
月
）

◦
③
平
成
28
年
12
月
28
日
（
水
）

◦
④
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

※
計
４
回
に
わ
た
り
取
り
ま
と
め
の
う
え

公
表
し
ま
す
。

４　

募
集
区
域

　

募
集
の
対
象
と
な
る
区
域
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
大

蔵
村
農
業
委
員
会
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

借
受
け
を
希
望
す
る
区
域
が
２
以
上

あ
る
場
合
は
、
募
集
区
域
ご
と
に
申
込

み
が
必
要
と
な
り
、
借
受
希
望
区
域
が

他
市
町
村
の
場
合
は
、
当
該
市
町
村
に

申
込
み
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５　

申
込
み
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

①
既
に
募
集
に
応
募
し
て
お
り
公
表
さ

れ
て
い
る
方
は
、
申
込
み
内
容
が
継

続
さ
れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
応
募
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
応
募
の
一
部
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
公
表
し
ま
す
の
で
、
ご
承
諾

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
用
地
等
の
貸
付
希
望
者（
出
し
手
）

の
申
し
出
を
受
付
し
ま
す

　

貸
付
希
望
の
申
し
出
（
申
込
み
）
は
、

各
市
町
村
の
業
務
委
託
先
で
行
い
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
大
蔵
村
農
業
委
員
会
に

あ
り
ま
す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入

の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

※
業
務
委
託
先
は
各
市
町
村
で
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
先�　

　

大
蔵
村
農
業
委
員
会 

☎
75
-２
１
０
５

　
公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
-６
３
１
-０
６
９
７

http://w
w
w
.yam

agata-nogyo-sc.or.jp

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用
地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

６
月
26
日（
日
）は
、県
民
河
川
愛
護
デ
ー
で
す
。

河
川
流
域
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
る
日
、ユ
ウ
タ
は
カ
エ
ル
を
み
つ

け
て
、家
に
持
ち
帰
り
水
槽
に
入
れ

ま
し
た
。す
る
と
カ
エ
ル
が
し
ゃ
べ
り

は
じ
め
た
の
で
す
。そ
の
名
も
ガ
マ

と
の
。「
ガ
マ
池
に
つ
れ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」と
い
わ
れ
て
も
ユ
ウ
タ
は
し
り
ま

せ
ん
。ト
イ
レ
に
も
お
ふ
ろ
ば
に
も

よ
う
か
い
は
あ
ら
わ
れ
、つ
い
に
ガ
マ

池
を
さ
が
し
に
で
か
け
ま
す
。つ
る
べ

お
と
し
に
聞
い
て
も
、す
な
か
け
ば
ば

あ
に
聞
い
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。は
た

し
て
ガ
マ
と
の
は
ガ
マ
池
に
も
ど
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

　

よ
う
か
い
好
き
な
お
子
さ
ん
の
読

み
聞
か
せ
に
ぴ
っ
た
り
の
本
で
す
。

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
時
間
「
９
分
」

　東北財務局山形財務事務所では、借金返
済に関する相談窓口を開設しています。相
談員が借金の状況等をお伺いし、必要に応
じて、弁護士等の専門家に引き継ぎます。
相談は秘密厳守・無料です。お気軽にご相
談ください。
【相談専用電話】
　　０２３－６４１－５２０１

【場所】
山形市緑町２−１５−３
（山形工業高校東側）
山形財務事務所１階理財課

【受付】
月曜日～金曜日（祝日、年末年始除く）
　８時３０分～１２時００分
１３時００分～１６時３０分

�問合せ �　山形財務事務所理財課
　　　　　　　　　　☎023−641−5178

さ
く

　よ
し
な
が
こ
う
た
く

「
よ
う
か
い
ガ
マ
と
の

　
　お
イ
ケ
に
カ
エ
る
」

「借金返済に関する
相談窓口」のご案内

軽自動車税の対象となる小型特殊自動車

車 両 の 種 類 該　当　用　件

小型特殊
自動車

農耕用
農耕トラクター
コンバイン
田植機など

最高速度が時速35㎞未満
（※乗用装置があるもの）

その他 フォークリフト
タイヤローラなど

車両の長さ4.7ｍ以下、幅1.7ｍ以下、高さ2.8ｍ
以下、最高速度�時速15㎞以下、のすべてを満
たすもの

「小型特殊自動車のナンバー登録」について
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　総務省・経済産業省・山形県・大蔵村は、平成28年6月1日を期
日とし、「平成28年経済センサス－活動調査」を実施しています。
　全国すべての事業所・企業が対象となります。
　村内の事業所・企業の皆さん、調査へのご理解とご回答をよろし
くお願いいたします。

�問合せ �　役場総務課政策推進係　☎75-2111（内線213）

村内の事業所・企業のみなさんへ！

　自動車は、生活に欠かせない移動手段となっているのみならず、
娯楽の道具としても認識されており、様々な部品等が販売されてお
り、手軽に取り付け等ができる状況にあります。
　しかしながら、
①灯光の色が不適切な灯火器及び回転灯等の取り付け
②運転者席・助手席の窓ガラスへの着色フィルムの貼付け
③タイヤ、ホイールの車体（フェンダー）外へのはみ出し
④基準外ウィング（エア・スポイラ）の取り付け
等の不正改造を施された車両が存在し、国民生活の安全・安心を脅
かしていることが問題となっております。
　国土交通省では、これら不正改造を排除し、車両の安全確保及び
環境保全を図るため、関係省庁、自動車関係団体等と協力して、「不
正改造車を排除する運動」を全国的に展開しており、特に６月を強
化月間として重点的な取組を行っております。
�問合せ �　国土交通省東北運輸局

山形運輸支局検査・整備・保安部門　☎023-686-4714

自動車の不正改造は犯罪です！

村税のお知らせ
　今月は、平成28年度村県民税（普通徴収）の納税通知書を納税義
務者へ発送いたします。第１期の納期限は6月30日（木）です。納
期限まで忘れずに納税しましょう！！

�問合せ �　役場住民税務課税務係　☎75-2103（内線251・252）

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
19
時
〜
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
〜
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

I N F O R M A T I O N

労働保険料の申告・納付について
　労働保険料（労災保険と雇用
保険）の申告・納付の手続きは
お済ですか。
　労働保険料の申告・納付期限
は「7月11日（月）」です。まだ手続
きがお済みでない事業主の方は、
お近くの金融機関（日本銀行歳
入代理店に限る）又は労働基準
監督署で申告・納付の手続きを
行ってください。
□問� コールセンター

20120−949−732
　　山形労働局総務部

2023−624−8225

初夏のプラネタリウム
◎日時　6/22（水）23（木）24（金）

　　　　18：30～19：15
◎会場　教育研究センター
◎参加料　無料
◎申込　6/16（木）から電話で受

付開始（先着40名）
□申□問� 教育研究センター�232−1888
山形県警察官（Ｂ区分）募集
◎受験資格　Ｓ56.4.2～Ｈ11.4.1

生まれの方で大学（短
期大学を除く）を卒業又
はH29.3.31までに卒業
見込みに該当しない方

◎申込期間
7/29（金）～8/29（月）

◎受験申込書の入手方法
新庄警察署、駅前交番、
各駐在所で受取可能

□申□問� 新庄警察署警務課
222−0110

危険物取扱者試験準備講習会
◎日時
丙種：6/29（水）9：00～16：00
乙種第四類：6/30（木）～7/1
（金）9：00～16：00
◎会場　最上広域消防本部
◎対象　危険物取扱者試験受験

のため受講を希望される方
◎受講料　丙種：1,500円

乙種第四類：2,500円
（別途テキスト代）

◎締切日　6/17（金）定員50名
※受講申込書は、消防本部・消
防署・各支署にあります。
□問� 最上地区危険物安全協会事
務局� 222−7521

介護支援専門員実務研修受講試験
◎受験資格　保健、医療、福祉分

野で5年又は10年以上
の実務経験がある方

◎申込期間
　　6/8（水）～6/30（木）

◎試験日　　　10/2（日）
◎受験手数料　7,700円
□申□問� 社会福祉法人　山形県社
会福祉協議会　山形県福祉人材
センター試験係�2023−622−2776

定例朝市　もがみマルシェ
◎日時　6/18（土）～10/15（土）
までの毎月第3土曜日（全5
回）7：30～10：00

◎場所　最上総合支庁正面ロー
タリー
◎内容　最上地域の旬の農産物
や加工品などの販売。アンケ
ートに回答いただいた方へ数
量限定で野菜などのプレゼン
トもあります。
□問� 最上総合支庁農業振興課�

229−1317

第74回最上夜学
◎内容　ものづくり企業による
航空機産業と医療機器産業へ
の新規参入方法を考える
◎参加費　無料
◎対象　どなたでも参加可能
◎場所　新庄信用金庫文化ホー
ル「レキシントン」

新庄市本町2−9
◎申込締切日　7/5（火）
□申□問� 最上総合支庁地域産業経
済課� 229−1307

男女共同参画週間
６月２３日から２９日は
「男女共同参画週間」です

　キャッチフレーズは、「意識
をカイカク。男女でサンカク。
社会をヘンカク。」です。男性と
女性が、職場で、学校で、地域
で、家庭で、それぞれの個性と
能力を発揮できる「男女共同参
画社会」を実現するために、こ
の期間に私たちのまわりの男女
のパートナーシップについて考
えてみましょう。
□問� 山形県若者支援・男女共同
参画課� 2023−630−2101

今
月
の
納
税（
納
期
限
６
月
30
日
）、村
県
民
税（
第
１
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
役
場
窓
口
延
長	

30
日（
木
）午
後
7
時
ま
で

５
月
の
日
誌

3
日
㈫	
◦
大
蔵
村
消
防
団
春
季
消
防
演
習

9
日
㈪	
◦
大
蔵
村
農
業
再
生
協
議
会
総
会

10
日
㈫	

◦
人
権
啓
発
活
動「
人
権
の
花
運
動
」

12
日
㈭	

◦
大
蔵
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
総
会

	

◦
大
蔵
村
観
光
協
会
通
常
総
会

14
日
㈯
〜
6
月
12
日
㈰

	

◦
肘
折
温
泉「
山
菜
の
食
ま
つ
り
」

17
日
㈫	

◦
行
政
相
談

22
日
㈰	

◦
大
蔵
小
学
校
運
動
会

６
月
の
予
定

1
日
㈬	

◦
舟
形
町
大
蔵
村
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

1
日
㈬
〜
30
日
㈭

	

◦
肘
折
温
泉
渓
流
つ
り
月
間

5
日
㈰
・
19
日
㈰

	

◦
温
泉
ド
ク
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

5
日
㈰	

◦
合
海
田
植
え
踊
り

7
日
㈫	

◦
人
権
擁
護
特
別
相
談

9
日
㈭
・
10
日
㈮

	

◦
村
議
会「
６
月
定
例
会
」

9
日
㈭	

◦
大
蔵
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

21
日
㈫	

◦
行
政
相
談

29
日
㈬
〜
7
月
1
日
㈮

	

◦
松
の
実
塾

戸籍の窓

世帯数	 1,090戸	 （1,101戸）
　人口	 3,482人	 （3,568人）
　　男	 1,712人	 （1,748人）
　　女	 1,770人	 （1,820人）
　出生	 男	2人	 女	0人	 計	2人
　死亡	 0人	 2人	 2人
　転入	 3人	 1人	 4人
　転出	 2人	 5人	 7人

※平成28年4月末現在　（　）内は昨年同期

（4月16日～5月15日届出分）

お誕生おめでとう
�地区� 　お名前�  （保護者名）
合 海� 新田　梨

り

乃
の

ちゃん� （ 遥 ）

お悔み申し上げます
�地区�  お名前（年齢）� 世帯主
比良稲沢� 柿﨑　豊子（93）� 勉　
季の里　熊谷イセ子（65）�勝　保
合 海　松田　隆義（85）�隆　義
季の里　國分イツ子（90）�孝　一

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。担当窓口に
お申し出ください。

「経済センサス－活動調査」への
回答を忘れずにお願いします！！
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ホームページ 検索

む
ら
の
み
�
ど
ご

お
も
し
�
ど
ご

お
お
く
ら
く
ん
が
み
つ
け
た

お
お
く
ら
く
ん
が
み
つ
け
た

今
月
の
「
み
っ
ど
ご
、

　
　
　
　
　お
も
し
ぇ
ど
ご
」

⑤ 

長
沼

　ブ
ナ
林

天
気
が
い
い
か
ら

　
　
お
散
歩
に
で
か
け
た
よ
！

前
に「
じ
ゅ
っ
き
ー
く
ん
」と

い
っ
し
ょ
に
来
た
こ
と
が
あ
る

ぼ
く
の
お
気
に
入
り
の

　
　
　
　
　
場
所
な
ん
だ
ぁ
〜

長
沼
に
は

ど
ん
な

お
さ
か
な
が

住
ん
で
い
る

の
か
な
ぁ

展
望
台
か
ら

の
見
晴
ら
し

が
サ
イ
コ
ー

だ
な
ぁ

♪ブナ林の中でかくれんぼ♪
ぼくがどこにいるかわかるかなぁ～

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！
このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！

（
合
　
海
）　
三
　
條
　
真ま

　
菜な

ち
ゃ
ん

（
正
人
） 

　
　
　

（
合
　
海
）　
八
　
鍬
　
空そ

　
那な

ち
ゃ
ん
　

（
裕
児
）
　 

　
　

★
す
き
な
も
の

　

ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
と
イ
カ

★
す
き
な
も
の

　

リ
ン
ゴ
と
ア
ン
パ
ン
マ
ン


